
「コロナ禍を経て益々、非
日常の癒し需要が高まっ
ている気がします」と話す
皆美社長

　

日
本
の
趣
を
伝
え
継
ぐ
皆
美
館
は
、

2
0
0
7
年
、“
和
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
”

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
1
0
0
室
以
上

の
大
規
模
旅
館
で
あ
る
佳
翠
苑
皆
美
も
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て

き
た
。
11
年
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
《
ふ
じ

な
亭
》
の
仕
出
し
部
門
を
独
立
さ
せ
た

《
お
届
け
厨
房
》
を
新
設
。
料
亭
の
味
覚

を
全
国
発
信
す
る
《
Mミ

ナ

ミ

I
N
A
M
I 

Oオ

ン

ラ

イ

ン

N
L
I
N
E 

Sス
ト

ア

T
O
R
E
》も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
17
年
に
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

《
翠あ
お
ば
と鳩
の
巣
》
を
玉
造
温
泉
街
に
オ
ー
プ

ン
。「
時
代
の
先
を
見
据
え
、
変
化
を
恐

れ
ず
に
多
角
化
、
多
様
化
を
進
め
て
き
た

こ
と
で
難
局
を
切
り
抜
け
て
き
ま
し
た
」

と
皆
美
社
長
は
息
を
吐
く
。

　

耐
え
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、“
お
も
て
な
し
”

の
強
化
に
は
一
層
力
を
入
れ
た
。
佳
翠
苑 

皆
美
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
客
に
寄
り

添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。
そ
の
一
つ
が
、

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
に
添
え
る
ス
タ
ッ
フ

直
筆
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
だ
。
当
初
は

定
型
文
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
次
第
に

客
と
の
会
話
を
反
映
し
た
言
葉
に
変
わ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
も
よ
り
向
上
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
同
士
で
も
ス
キ
ル
を
高
め

合
っ
て
い
る
。
約
10
年
前
か
ら
、「
あ
り

が
と
う
カ
ー
ド
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
用
い

て
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
の
思
い
を

文
字
化
。
書
い
た
人
と
書
か
れ
た
人
の
名

前
の
数
を
集
計
し
、
毎
月
の
常
会
で
表
彰

し
て
い
る
。
そ
の
カ
ー
ド
数
は
一
か
月
で

1
2
0
0
枚
に
も
及
ぶ
。「
感
謝
の
気
持

ち
を
“
見
え
る
化
”
す
る
こ
と
で
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
お
客
様
へ

の
お
も
て
な
し
へ
と
循
環
し
ま
す
。
従
業

員
満
足
と
顧
客
満
足
の
両
立
を
重
ね
て
い

る
こ
と
が
、
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

要
因
だ
と
思
い
ま
す
」
と
皆
美
社
長
。
旅

行
業
者
な
ど
が
実
施
す
る
評
価
ラ
ン
キ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
“
お
も
て
な
し
”
は
形
に
見
え
ず
、
数

値
化
で
き
な
い
上
、
人
に
よ
っ
て
も
評
価

が
変
わ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
か

ら
こ
そ
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
の
日
々
の

研
さ
ん
や
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

「
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
誇
り
を

糧
に
成
長
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

皆美グループ

　
忙
し
な
い
日
々
か
ら
抜
け
出
し
、
時
を

忘
れ
、
季
節
を
五
感
で
味
わ
え
る
至
福
の

時
―
そ
ん
な
非
日
常
の
お
も
て
な
し
を

堪
能
で
き
る
の
が
、
城
下
町
松
江
の
湖

畔
に
佇
む
老
舗
旅
館
《
皆
美
館
》
だ
。

1
8
8
8
年
の
創
業
以
来
、
行
き
届
い
た

心
遣
い
と
旬
の
地
元
食
材
を
生
か
し
た
伝

統
の
味
、
そ
し
て
宍
道
湖
を
借
景
と
し
た

枯
山
水
庭
園
な
ど
が
多
く
の
人
々
を
魅
了

し
、
皇
族
を
始
め
、
著
名
な
文
化
人
、
政

財
界
人
、
芸
術
家
ら
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

　
創
業
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
茶
人
と
し

て
も
知
ら
れ
た
松
江
藩
7
代
藩
主
、
松
平

不
昧
公
が
遺
し
た
教
え
「
客
の
心
に
な
り

て　
亭
主
せ
よ
」。
5
代
目
を
継
承
す
る

皆
美
佳
邦
社
長（
65
）は
、「
コ
ロ
ナ
禍
が

長
引
く
中
、
非
日
常
の
お
も
て
な
し
が

益
々
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
泊
業
者
と

し
て
、
お
客
様
が
安
心
安
全
に
癒
し
を
感

じ
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
一
層
注
力

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
各
地
の
宿
泊
業
者
は
苦
境

を
強
い
ら
れ
た
。
皆
美
館
の
ほ
か
、
玉
造

温
泉
《
佳
翠
苑
皆
美
》
な
ど
法
人
3
社
、

6
店
舗
を
展
開
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
る

《
皆
美
グ
ル
ー
プ
》
も
例
外
で
は
な
い
。

し
か
し
、
健
全
経
営
の
中
、
黒
字
体
質
を

維
持
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
多
様

性
と
多
角
化
だ
。

伝
統
の
継
承
を
大
切
に

時
代
に
合
わ
せ
て
変
化

51
LEADING COMPANY

皆
み な み

美グループ

非日常のおもてなしで
お客様に至福の時を届ける
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皆
美
グ
ル
ー
プ
で
は
堅
調
な
業
績
を
背

景
に
、
新
た
な
挑
戦
も
始
め
て
い
る
。
22

年
か
ら
、
ふ
じ
な
亭
が
担
っ
て
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
、仕
出
し
、商
品
販
売
の
３
部
門
を

《
Mミ

ナ

ミ

I
N
A
M
I 

Tテ
イ

ス

ト

A
S
T
E 

Lラ
ボ
A
B
．》

と
ま
と
め
、
皆
美
の
味
と
お
も
て
な
し
を

全
国
発
信
す
る
事
業
を
強
化
。
商
品
販
売

で
は
ギ
フ
ト
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
が
、
首
都

圏
の
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
お
取
り
寄
せ
惣
菜
の
新
ブ
ラ
ン
ド
も

開
発
、
積
極
的
な
売
り
込
み
で
全
国
展
開

を
目
指
す
。

　
老
舗
の
皆
美
館
も
、
創
業
当
初
か
ら
の

趣
を
大
切
に
し
つ
つ
、
多
く
の
部
屋
に
ベ
ッ

ド
を
導
入
す
る
な
ど
随
所
で
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
っ
て
居
心
地
の
良
さ
を
追
求
。
世

代
を
引
き
継
い
だ
常
連
客
も
少
な
く
な
く
、

《佳翠苑皆美》のおもてなしは、駐車場からスタート。お客様の到着を和服姿で出迎える 気軽に皆美伝統の味
を楽しめる《ふじな亭》 多くのスタッフがそれぞれにサービスを提供する宿泊施設では、スタッフ同士の密な
コミュニケーションが欠かせない 彩り豊かな食事を作り出す《佳翠苑皆美》の厨房では、材料搬入や仕込みなど
にチームワークが重要だ 和食レストランだけでなく、仕出し、通販、商品の企画販売なども手がける《MINAMI 
TASTE LAB.》 玉造温泉にあるゲストハウス《翠鳩の巣》。昔ながらの旅館のたたずまいでゆったりと過ごせる
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7

不
変
性
と
利
便
性
の
両
立
に
力
を
注
ぐ
。

樹
齢
３
０
０
年
の
出
雲
松
を
中
心
と
し
た

出
雲
流
庭
園
は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
庭
園

専
門
誌
《
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
》
で
毎
年
上
位

に
入
り
、
22
年
も
全
国
４
位
と
な
っ
た
。

　
玉
造
温
泉
街
に
あ
る
佳
翠
苑
皆
美
で
は

昨
秋
、
ホ
テ
ル
の
魅
力
を
上
乗
せ
す
る
改

装
を
行
っ
た
。
美
肌
と
健
康
効
果
を
求
め

て
訪
れ
る
観
光
客
ら
の
満
足
度
を
よ
り
高

め
よ
う
と
、
岩
盤
浴
や
よ
も
ぎ
蒸
し
、
健

康
茶
な
ど
を
楽
し
め
る
デ
ト
ッ
ク
ス
空
間

《
温
美
活
サ
ロ
ン
》
な
ど
を
新
設
。
出
西

生
姜
や
ク
ロ
モ
ジ
、
ヒ
ス
イ
な
ど
地
域
資

源
が
ふ
ん
だ
ん
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
感
動
を
生
む
お
も
て
な
し
に
は
、
ゴ
ー

ル
が
な
い
。
受
け
継
が
れ
た
伝
統
を
誇
り

に
、
挑
戦
し
続
け
る
か
ら
こ
そ
、
新
た
な

感
動
が
創
り
出
さ
れ
て
い
く
の
だ
。

皆美グループ

採用担当者からあなたへ

事業内容

皆美グループ本部
濱岡 範行さん

ホテル旅館業、和食レストラン、商品の企画・製
造・販売、仕出しお弁当

皆美グループ

若手のメンバーも多く、楽し
く勤務しています。スタッフ
一人ひとりが常にお客様
目線のサービスを意識し、
多くの方に満足していただ
き、地元山陰の素晴らしさ
を伝えていけるよう頑張っ
ています。「山陰が好きな人」
「人と接することが好きな
人」はぜひ一度当館を見に
来て下さい。

公式サイトは
こちら

採用サイトは
こちら

0852-62-0577

keiri@minami-g.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　明治21（1888）年5月5日
代表者　代表取締役社長　皆美 佳邦
社員数　300名（男140名　女160名）
本　社　島根県松江市玉湯町玉造1218-8
電　話　0852-62-0577

松江市

採用エリア（勤務地） 

佳翠苑皆美 予約
松田 和奏さん（28）
2021年入社（3年目）

丁寧なヒアリングで
素敵な旅を演出
　個人や団体、旅行業者からの宿泊やホ
ール利用などの予約業務を担当。１００室
以上ある客室の部屋割りや、宴会やホー
ルの予約の際の見積りも担っていて、ミス
がないよう確認を徹底しています。宿泊中
のプロポーズを企画したお客様の相談を
受け、花やケーキの手配、渡すタイミング
などを一緒に考えたことも。ホテルに求め
られるニーズはお客様一人一人違います。
ご希望を丁寧に聞き、素敵な滞在にして
もらいたいです。

MINAMI ONLINE STORE
西村 大稀さん（22）
2022年入社（2年目）

綿密に在庫管理し、
皆美の味を全国に発送
　北海道から九州まで全国各地に皆美の
味を届けています。注文を受け、在庫が
なくならないよう先を読んで製造を依頼し
たり、冷凍庫の空き容量を確認したりして
います。大阪で開催された商談会に出向
き、大手百貨店やスーパー相手にPRした
ことも。エンドユーザーを意識した新たな
商品提案を受け、刺激になりました。食
に対する価値観が多様化している時代。
お客様の声に耳を傾け、喜んでもらえる味
を今後も届けていきたいです。

味皆美 ふじな亭 調理師
袖本 瑛さん（24）

2022年入社（2年目）

素材の味と美しさが
映える料理を提供
　前菜を担当しています。お客様が最初
に口にされる料理なのでプレッシャーは感
じますが、「おいしかった」という感想の
お声を聞くとうれしいですね。味だけでな
く、素材の美しい色が一層映えるよう見た
目を美しく仕上げるのも大事。自宅でも
試作を繰り返すなどして、腕を磨いていま
す。料理長始め、周囲にはお手本にした
い先輩方がたくさんいて恵まれた環境で
す。高い技術やセンスを学びつつ、和食
の世界を深く広く広げていきたいです。

高品質のサービスでお客様にくつろぎを

和のオーベルジュ
老舗旅館《皆美館》

おもてなしと温泉を
満喫《佳翠苑皆美》

多くの文人墨客に愛されてきた
老舗旅館《皆美館》。５タイプ
16室の客室は、創業期からの趣
きを残しつつ、アップデートされ
て快適に過ごせる設えに。宍道
湖の情景と共に贅沢な時間を味
わえる。

旅行業者の評価ランキングで常
に上位に入る《佳翠苑皆美》。
神の湯と称される名湯、玉造温
泉の良質なお湯と、山陰の豊か
な幸を生かした皆 美 伝 統の料
理、そして最高のおもてなしを
堪能できる。

佳翠苑皆美 客室
上田 奈希さん（22）
2022年入社（2年目）

雰囲気ある和服で
グレード高いおもてなし
　２時間近くかかっていた着付けも今は
15分程度に。立って歩いたり座ったりを
繰り返すので着崩れしないよう気を遣いつ
つも、慣れたためか長時間和服姿で動い
ても疲れないようになりました。観光情報
や料理内容、お酒の種類など覚えること
は多いですが、お客様に喜ばれるのが何
よりのモチベーションになっています。
元々人見知りで接客サービスなんて向いて
いないと思っていました。人が好きな自分
自身を再発見しました（笑）。

佳翠苑皆美 フロント
嶋田 美咲さん（25）
2021年入社（3年目）

チームワークが生む
最高のおもてなし
　非日常を求めるお客様にサービスを提
供するという仕事にあこがれ、中学校から
好きだった英語を生かせればという思い
で、観光業界に足を踏み入れました。チ
ェックインからチェックアウトまで、お客
様に寄り添える時間は長いようで短いで
す。私一人の思い込みでサービスを提供
するのでなく、さまざまな情報をすべての
部署につなげていくことで、ミスを防ぎ、
お客様の居心地の良さを創り出していける
と実感しています。

佳翠苑皆美 レストラン
原  一真さん（24）

2020 年入社（4年目）

客室係と連携し、
食事を堪能できる空間に
　客室係が気持ちよくサービスを行えるよ
うフォローすることで、お客様に喜んでも
らうのがスーツをまとったホールスタッフ
の仕事です。忙しい時でも確認を怠らず、
ミスなく料理やお酒を運び、お客様に快
適な食事を楽しんでもらえるよう努めてい
ます。先輩方は、お客様との会話内容を
メモするなどしてサービスに生かしていま
す。会話術を磨き、客室係と情報を共有
して、より良いおもてなしにつなげていき
たいです。

新
た
な
挑
戦
が
生
む

感
動
の
お
も
て
な
し

207 206


